
授業科目 発達心理学 II
［担当教員名】 対象学年 i 対象学科 i 号ロ声ロロ

相場恵美子 開講時期 前期 ：: i 必修・選択 ． : i 必修

単位数 l 時間数 | 15 

【概要】

発達心理学 lの学習内容を基礎に、生涯発達心理学の観点から、乳児から老年までの発達の概要について学びます。

発達の諸側面の縦断的な研究について、現在、問題となっているトピックスヘの討議を交えつつ、理解を深めていくことを目指す。

［学習目標】

•生涯発達の観点から、各世代での発達の概要を理解する。

・老年期における「人生の受容」について各自が考察を深める。

回

数

l1生涯発達心理学とは

21乳幼児期の発達

31学童期の発達

41青年期の発達

51成人への移行期

61中年期の成熱

71老人期の特徴

【使用図書】

教科書

参考書

その他の資料

【評価方法】

定期試験

授業計画又は学習の主題

生涯発達心理学の位置付け

生物的存在から社会的存在へ

情緒・感情の発達

親子関係の発達

友達関係の発達

学童期の発達

学童期の人格形成

青年期の人格発達

青年期の知的発達

性役割

青年から成人への移行期の特徴

中年期の能力発達

老人の知的能力

老年期のソーシャルサポート

く書名＞ ＜著者名＞

特に指定せず、ブリントを配布します。

発達心理学入門 l

発達心理学入門 ll

無藤・高橋・田島編

無藤・高橋・田島編

【履修上の留意点】

-313 -

S80 

番号1学習方法・学習課題又は備考・担当教員

講義

く発行所＞

同上

同上

同上

同上

同上

同上

東京大学出版会

東京大学出版会

＜発行年・価格•その他＞

1990年・ 2400円

1990年・ 2400円




